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　思い起こせば確か、流れていた音楽は、由紀さおりの「夜明けのスキャット」、五つの赤い風船の「遠い世界に」そしてビリーバンバンの「白い
ブランコ」だった。夕食前に放映される、「柔道一直線」、「アタックナンバーワン」、「タイガーマスク」といったスポーツ漫画に子供たちは夢中に
なっていた。海音寺潮五郎の「天と地と」、芥川賞受賞作品の「赤頭巾ちゃん気をつけて」は、6歳上の姉の書棚にあったように思う。学生運動が
激化し、東大安田講堂占拠のニュースが連日報道されていた。東名高速道路が開通し、我が国初の原子力船「むつ」が進水したのも同じ年。期待と
不安が交錯した1969年7月5日、専修大学体育研究会（社会体育研究所の前身）が発足した。本研究所の理念は、人間にとって不可欠な身体活動
を健康、スポーツ、さらに文化的側面から総合的に科学することにある。そして、そこから得られた知見を、学生や社会に還元し、貢献することで
あると記されている。
　長田一臣日本体育大学名誉教授が問いかける。「学問とは実践に役立つべきものであり、実践の提起する問題にこたえ、実践によって検証される
ものだと思うが、君はどのように考えるか？ 例えば、君がロケットを作ったとしよう。君の仕事が成功か失敗かは、飛ばせば分かる。飛べば成
功。飛ばなければ失敗だ。飛ばなかったが、理論は正しかった。設計図は完璧だったのに飛ばなかったという言い訳は通用しない。我々の研究は机
上の空論ではなく、実学なのだ。」当時、テニスのコーチを目指し、大学院生として学んでいた私の深いところまで響いた言葉だった。
　私が専修大学に体育実技講師として採用された1984年は、サラエボ（現ボスニア・ヘルツエゴビナ）冬季五輪開催の年であった。本学社会体育
研究所からは、スピードスケート競技で、前嶋孝教授率いる本学スピードスケート部の学生が活躍し、その雄姿は日本中に感動と勇気を与えた。ま
さにスポーツ科学と実践が融合された姿を目の当たりにした年でもあった。
　時は流れ2010年、スポーツのビックイベントといえば、高橋大輔選手や浅田真央選手が活躍した「バンクーバー冬季五輪」。そして耳を劈くブ
ブゼラの音がなぜか懐かしい「Ｗ杯サッカー南アフリカ大会」であろう。社会体育研究所では、これまでスポーツレガシーシリーズとして、オリン
ピックをテーマに2回の公開シンポジウムを開催してきたが、今回は第３弾として、アフリカ大陸で初めて開催された、Ｗカップサッカー南アフリ
カ大会をテーマに、シンポジウムを開催するに至った。「Ｗ杯サッカー南アフリカ大会は、日本に何を遺したか」と題し、スポーツ文化、スポーツ
科学、経済……などといった観点から活発な議論が展開され、参加者にスポーツの価値について再認識する機会を与えてくれた。
　社会体育研究所のもうひとつの活動として、スポーツ系大学およびスポーツ研究機関との共同研究会や情報交換会がある。今年は、乾真寛教授
（福岡大学スポーツ科学部）より、「福岡大学スポーツ科学部におけるカレッジスポーツ強化の取り組み」について話題提供を賜り、現場での指導
法、組織作りそして地域と産官学との連携についての貴重な提言を頂いた。今回発行された専修大学社会体育研究所所報2010に玉稿を掲載させて
いただいた事に対し、心より感謝申し上げたい。
　社会体育研究所50年の歴史を経て、所報の体裁をモデルチェンジすることにした。歴代の所員が長年積み重ねてきた研究を、分かり易く提示す
ると同時に、理論と実践がかみ合った、より実践的な研究を発表していく場として期待できる。専修大学社会体育研究所における研究成果を多くの
人に発信して、活用していただくようにする事が我々の使命だと考えている。
　3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震では、私事、東北で暮らしている多くの友人や知人が被災した。これを神が与えた試練と呼ぶには、
あまりにも残酷で惨過ぎる試練である。しかし、負けるわけにはいかない。生きたいと思ってこの世を去らねばならなかった多くの人の想いを感
じ、生かされた命の尊さを考え、生きていかなければならない。アスリートによる被災者を支援する活動が日増しに大きな輪になっている。荒れ狂
う自然の前で、如何に無力であるかを思い知らされながらも、今こそ、我々は団結し、強い心でこの試練を乗り越えなければならないのである。
　2011年3月22日　専修大学社会体育研究所所長　佐藤雅幸
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